
 

 

 

 

仙台空港における横田基地所属ＣＶ－２２オスプレイの予防着陸について 

 

 

令和３年９月２４日付広資料第２９８号でお知らせしたこのことについて、防衛

省北関東防衛局から下記のとおり、追加の情報提供がありましたので、お知らせし

ます。 

 

○ 情報提供内容 

  ９月２２日（水）夜、仙台空港に予防着陸した米空軍横田飛行場所属のオスプ

レイは、機体の安全が確認できたことから、２４日午後に離陸し、その後、横田

飛行場へ帰投したものと承知しています。 

  今回の着陸により、一部の民航機の到着に遅延が生じましたが、部外への人

的・物的被害は確認されておらず、また、米軍搭乗員の負傷等も確認されていま

せん。 

  また、米軍からは、飛行中に警告ランプが点灯したため予防着陸したとの説明

を受けており、今後、新たな情報が得られ次第、速やかに関係自治体等にお知ら

せします。 

  いずれにしましても、米軍機の飛行に際しては、安全の確保が大前提です。防

衛省としては、引き続き米側に対し、安全管理に万全を期すよう求めてまいりま

す。 
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